
 

 

 

 

 

 

 

 １２月７日（木）に鳥羽小学校で国語科の「町の幸福論」

のまとめとして、地域の方に向けて、“自分たちが描く町の

未来”をテーマに最終のプレゼンがおこなわれました。「Ｎ

ｏ.２４７号」で紹介したように、１１月２７日に子どもたち

は、“自分たちの視点からみた地域の強みや弱み、そしてこ

んなまちになってほしいと頭の中で描いた夢”を地域の方に

聴いていただきました。地域の方からそのことに対して具体

的なアドバイスをいただいたことで“自分たちでも何かでき

るのでは”という気持ちで、自分たちの町の未来を考えはじ

めました。なによりも“大人では思いつかない、柔軟な発想

で”という自分たちと年齢の近い大学生の先輩からのアドバ

イスは子どもたちに影響を与えていたのではと思います。 

地域の方はどんなプランがでてくるか子どもたちの提案を

楽しみにされていたようでした。 

子どもたちはまず各クラスで発表会を開き、各クラスの代

表として２グループずつ、全部で６つのプレゼンがおこなわれました。子どもたちは、自分たち

が感じた、“まちの困りごと”から、まちづくりのコンセプトを考えたようです。その“まちの

困りごと”は自分が普段か感じていたこと、またお家の方から聞いたことなどいろいろあったと

思いますが、子どもたちはアンテナを高くしてキャッチした様々な情報をもとに、柔軟な発想を

大切にしながら、熱い対話が繰り返され、コンセプトが練り上げられたのではと思います。 

子どもたちの提案を聞かれた地域の方からは 

〇「まず困りごとに気が付くことが大切。そして主体的に自分ごととして自分から動いてい

くから楽しくなる」 

〇「お金をかけてもいいまちにはならない。ソフト面が大切。人と人とが助け合えるまち

に」 

〇「ボランティア精神を大切にしたまちづくり」 

といったアドバイスがありました。 

 地域の方とお話をする中で、「この子たちにとって、この地域はふるさとなんや。」と言われ

るのをよく耳にします。地域のことを知ることによって、地域に関心を持ち、地域のことを考え

るようになっていきます。そういった“みるめ みえるめ みつめるめ”は社会の課題に “め”

をむけ、自分ごととして主体的に考え、行動に移していくベースになると考えます。そういった
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ことから、この“町の幸福論”は地域コミュニティに目を向けることを通して子どもたちの“み

るめ みえるめ みつめるめ”を培い、社会につなげていくための、教科横断的活動をデザイン

していける教材ではと考えます。 

 現在、鳥羽小校区のある野々池中校

区では「みんなで考えよう 西明石北

エリアのこれから」と、西明石北エリ

アの未来について対話がおこなわれて

います。こうした子どもたちの想いを

受け止めていただき、生かされていく

のではと思います。未来を生き、まちの変化を見ていくのはまさしく“この子”たちであり、未

来を担い、創っていくのも“この子”たちだということを改めて感じました。 

最後に校長先生が「みんながすてきなまちをつくっていこうと考えたことを、まず卒業までに

鳥羽小学校をすてきな、だれもが来たいと思える学校にするために生かしていきましょう」と子

どもたちに呼びかけられました。子どもたちの提案を聞いた後だけに、自分の中にストンと落ち

た言葉でした。 

【参考資料】各グループが考えたまちづくりコンセプト一覧 

誰もが安心・安全に過ごせる町 

子供が自由に勉強や遊びが無料でできる場所 

人との関わりを増やし皆仲のよい町にする 

明るい町☆みんなが明るい町 

身近なことから環境にやさしく人と人との繋がりがある町 

ゴミがなくなり、清潔で綺麗な町へ 

イベントを通して 人々がつながり みんなが楽しめる町 

環境保全を通して、地域の絆が深まり自然豊かな町 

来た人がまた来たいと思える町 

人と人との繋がりがあり、お互いに協力し合える町 

公園で遊んだ人と仲良くすごせるまち 

子供からお年寄りまでが安心して交流できる機会がありきれいな町 

子供たちからお年寄りの人も来れて他の地域の人との触れ合いの場になるような街 

人との関りを大切にする！ 

みんなが快適なまち 

不登校の子が減って住民の人たちが楽しく安全に過ごせる町 

住民同士の触れ合いが多くて元気で明るい町 

人と人との関りが増えてほしい そのためには公共施設を増やすことが大切 

 こうしたまちづくりの提案は鳥羽小学校として初めての取組です。次は、この６年生の取組を

参考にしながら、小学校としてのゴールを考え、そのゴールに向け、今、各学年の取組をつなげ

たり、再デザインしたりと、６年間を見通せるカリキュラム・デザインが必要になってくると考

えます。６年間の物語として、あらすじが共有されると、各学年での取組がよりつながってくる

のではと、考えます。                       （文責：北本） 


